
令和6年度　第14回

風雅を楽しむ秋の集い

「鵬翔流吟友会・六六庵吟詠会高知県本部合同」

日時　令和６年10月6日（日）午後１時　開演
会場　高知市南部健康福祉センター２Ｆ・Ａホール
主催　鵬翔流吟友会
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今
年
の
夏
は
、
例
年
に
な
い
猛
暑
が
続
き
、
漸
く
、
芸
術
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
に
一
同
に

会
し
恒
例
の
「
風
雅
を
楽
し
む
秋
の
集
い
」
を
開
催
さ
せ
て
頂
け
ま
す
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 
さ
て
、
今
年
は
、
西
暦
二
〇
二
四
年
、
日
本
神
話
に
よ
る
と
初
代
の
神
武
天
皇
は
、
紀
元
前
六
六
〇
年
二
月
十
一

日
に
今
の
奈
良
県
橿
原
に
都
を
開
か
れ
即
位
さ
れ
ま
し
た
。
建
国
の
日
か
ら
、
現
在
ま
で
二
六
八
四
年
を
経
て
、
世

界
一
長
く
続
く
歴
史
あ
る
日
本
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
、
深
い
感
動
さ
え
覚
え
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
高
雅
な
精
神

性
と
そ
の
魂
を
も
っ
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
、
詩
吟
、
詩
舞
、
日
舞
、
民
謡
等
が
こ
れ
か
ら
も
後
世
に
長
く

継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

 
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
る
Ａ
Ｉ
の
活
躍
も
唯
物
的
な
思
考
も
人
間
の
本
質
を
問
わ
れ
る
歴
史
変
遷
の
大
き
な
節
目

を
迎
え
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
り
、
少
な
か
ら
ず
、
誰
も
が
こ
れ
か
ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
危
機
感
や
、
ま
た
、

聊
か
の
希
望
を
胸
裏
に
宿
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
俗
塵
を
離
れ
、
風
雅
を
楽
し
め
る
こ
と
は
、
ご
来
賓
の
先
生
方
を
初
め
、
会
場
の

皆
様
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
午
後
か
ら
の
ひ
と
時
を
ご
縁
を
頂
い

た
皆
様
と
共
に
楽
し
ん
で
参
り
た
い
思
っ
て
お
り
ま
す
。
リ
ハ
な
し
の
ぶ
っ
つ
け
本
番
と
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
の
進

行
で
す
の
で
、
失
礼
の
段
、
お
見
苦
し
い
と
こ
ろ
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
寛
容
に
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
上
本
先
生
を
初
め
、
六
六
庵
吟
詠
会
の
皆
様
本
日
は
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
会
場
の
皆
々
様
の

上
に
幸
多
く
、
い
つ
い
つ
ま
で
も
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。



大

会

事

務

局

大

会
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行

委

員

長

大

会

副

会

長

大

会

副

会

長

大

会

会

長

大

会

係

り

役

員
感
染
症
対
策

　
　
受
付
案
内

会
場
準
備

〇 〇 〇

川
村
鵬
泉

山
村
彩
光

山
本
昌
代

福
岡
眞
起
子

山
村
彩
光

中
西
鵬
鶯

西
村
雄
紫

大
野
正
翔

横
山
煕
光

（

屏
風
運
搬）

笹
岡
鵬
俊

宝
蔵
瑶
光

川
添
鵬
雄

笹
岡
鵬
俊

山
中
鵬
清

飯
田
鵬
祥

梶
田
鵬
翔

記
録
広
報

　
　
音
　
　
響

会
場
進
行

司
　
　
会

　
　
接
　
　
待

会
費
会
計

〇 〇 〇 〇 〇 〇

戸
田
燁
紫

川
添
鵬
雄

大
野
正
翔

横
山
煕
光

山
中
鵬
清

西
村
雄
紫

村
上
剛
一

大
野
正
翔

笹
岡
鵬
俊

戸
田
燁
紫

松
代
怜
翔

松
木
鴻
光

飯
田
鵬
祥

宗
光
竹
枝

森
田
千
鶴

宝
蔵
瑶
光

飯
田
鵬
祥
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2 1

第
一
部

(五）(四）(三）(二）(一）

平
　
泉
　
懐
　
古

応
制
天
の
橋
立

来
賓
挨
拶

会
長
挨
拶

鵬
翔
流
吟
友
会
会
詩
合
吟

鵬
翔
流
吟
友
会
理
念
朗
読

開
式
挨
拶

「

風
雅
を
楽
し
む
秋
の
集
い」

　
式
　
典

　
　
合
　
　
　
吟

鵬

翔

流

吟

友

会

後

援

会

　

会

長

高

知

市

市

会

議

員

・

鵬

翔

流

吟

友

会

顧

問

高

知

県

県

議

会

議

員

・

鵬

翔

流

吟

友

会

顧

問

六

六

庵

吟

詠

会

高

知

県

本

部

　

本

部

長

作
 
者

作
 
者

大

槻

盤

渓

釈

希

世

先
 
導

先
 
導

男

　

　

性

女

　

　

性

近

森

憲

一

竹

村

邦

夫

西

内

隆

純

上

本

竹

永

梶

田

鵬

翔

中

西

鵬

鶯

飯

田

鵬

祥

笹

岡

鵬

俊

〈

敬

称

略

〉
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10 9 8 7 6 5 4 3

第
二
部

中
　
秋
　
の
　
月

夫
婦
舟「

伉
　
儷」

汪
　
倫
　
に
　
贈
　
る

青
　
葉
　
の
　
笛

江
楼
に
て
感
を
書
す

山
　
　
　
行

落
　
　
　
花

石
　
鎚
　
山

　
　
会
員
吟
詠「

風
雅
を
つ
む
ぐ」

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

蘇

軾

飯

田

李

白

松

口

月

城

趙

嘏

杜

　

　

　

牧

徳

富

蘇

峰

海

量

法

師

蒔

絵

台

教

室

南

国

教

室

東

雲

教

室

東

雲

教

室

高

須

教

室

宇

佐

教

室

東

雲

教

室

東

雲

教

室

大

野

正

翔

笹

岡

鵬

俊

西

山

匠

翔

松

木

鴻

光

宝

蔵

瑶

光

山

村

彩

光

西

村

雄

紫

戸

田

燁

紫

宝

蔵

 
正
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19 18 17 16 15 14

第
三
部

13 12 11

わ
　
が
　
道

あ
　
ゝ
　
西
　
郷
　
隆
　
盛

荒
　
城
　
の
　
月

山
　
陽
　
旅
　
情

女
　
無
　
法
　
松

大
　
阪
　
つ
　
ば
　
め

楓
　
橋
　
夜
　
泊

九
　
段
　
の
　
桜

廬
山
の
瀑
布
を
望
む

　
　
日
本
の
民
謡
と
歌
謡
吟
舞「

日
本
の
こ
こ
ろ」

作
 
詞

作
 
詞

作
 
詞

作
 
詞

作
 
詞

作
 
詞

作
 
者

作
 
者

作
 
者

二

木

葉

子

丘

灯

至

夫

土

井

晩

翠

頼

山

陽

島

田

邦

博

吉

岡

　

治

張

継

本

宮

三

香

李

白

（舞） （舞） （舞）

水
心
流
剣
詩
舞
道

　
　
弘
道
館
総
師
範

鵬
翔
流
吟
友
会
会
長

東

雲

教

室

高

須

教

室

高

須

教

室

君

由

美

会

君

由

美

会

長

浜

教

室

桟

橋

教

室

蒔

絵

台

教

室

北

代

霊

豊

梶

田

鵬

翔

松

木

鴻

光

飯

田

鵬

祥

横

山

熙

光

楠

瀬

妙

子

丸

岡

裕

美

子

川

村

鵬

泉

公

文

鵬

翠

松

代

怜

翔
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第
五
部

25 24 23 22 21 20

第
四
部

歌
謡
吟
詠

　
空
 
 
海

歌
謡
吟
詠

　
み
 
れ
 
ん
 
宿

絶
句
　

山
 
の
 
夜
　

絶
句

　
晁
卿
衡
を
哭
す
　

和
歌

　
天
野
原
ふ
り
さ
け
み
れ
ば

和
歌
　
い
に
し
え
の

「

花
の
舞」

　
　
来
賓
華
麗
な
る
吟
と
舞

　
　
構
成
吟
詠「

い
に
し
え
の
都
を
訪
ね
て」

作
 
詞

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

横

井

　

弘

わ

た

な

べ

け

い

嵯

峨

天

皇

李

白

阿

倍

仲

麻

呂

伊

勢

大

輔

（舞）

高

須

教

室

蒔

絵

台

教

室

長

浜

教

室

宇

佐

教

室

東

雲

教

室

東

雲

教

室

南

国

教

室

六

六

庵

吟

詠

会

南

国

教

室

〈

順

不

同

〉

山

中

鵬

清

松

代

怜

翔

川

村

鵬

泉

中

西

鵬

鶯

戸

田

燁

紫

宝

蔵

瑶

光

笹

岡

鵬

俊

山

本

昌

代

飯

田

鵬

祥

山

村

彩

光
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33 32 31 30 29 28 27 27 26

山
 
　
 
行

汪
　
倫
　
に
　
贈
　
る

寒
　
　
　
梅

早
に
白
帝
城
を
発
す

汪
　
倫
　
に
　
贈
　
る

由
　
布
　
院
　
旅
　
情
　

さ
ざ
ん
か
の
宿
　

落
　
　
　
城
　

風
　
林
　
火
　
山

「

吟
情
泉
の
如
く」

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
詞

作
 
詞

作
 
詞

作
 
詞

杜

牧

李

白

新

島

襄

李

白

李

白

岩

佐

多

歌

子

吉

岡

　

治

丘

灯

至

夫

岩

佐

多

歌

子

（舞） （舞） （舞）（舞）

高

知

県

漢

詩

連

盟

理

事

六

六

庵

吟

詠

会

六

六

庵

吟

詠

会

六

六

庵

吟

詠

会

六

六

庵

吟

詠

会

水
心
流
剣
詩
舞
道

　
　
弘
道
館
総
師
範

花

柳

流

土

佐

麗

陽

会

土

佐

麗

陽

会

内

田

紫

紅

宗

光

竹

枝

村

上

剛

一

福

岡

眞

起

子

森

田

千

鶴

中

村

霊

節

中

岡

あ

き

竹

内

麗

岱

中

城

麗

抄
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38 37

第
七
部

36

第
六
部

35 34

谷
秦
山
先
生
を
思
う

三
樹
の
酒
亭
に
遊
ぶ

富
　
士
　
山

浮
　
世
　
傘

二
　
輪
　
草
　

「

彩
　
雅」

　
　
役
員
・
指
導
者
吟
詠

　
　
明
徳
義
塾
高
校
留
学
生
に
よ
る
吟
詠

作
 
詞

作
 
詞

作
 
詞

作
 
詞

作
 
詞

梶

田

鵬

翔

菊

池

渓

琴

石

川

丈

山

井

出

　

博

水

木

か

お

る

（舞） （舞）

高

須

教

室

宇

佐

教

室

明

徳

義

塾

高

等

学

校

君

由

美

会

君

由

美

会

鄭

皓

文

高

芸

耕

範

羽

軒 日
本
ク
ラ
ブ
詩
吟
部

川

添

鵬

雄

中

西

鵬

鶯

張

昕

桐

曾

羽

嘉

楠

瀬

智

恵

子

青

木

美

和
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47 46 45 44 43 42

第
八
部

40 39

閉
会
の
挨
拶

三
百
六
十
五
歩
の
マー

チ

早
に
白
帝
城
を
発
す
　

絶
　
句
　（

五
言）

鳳
　
　
　
凰

花
　
街
　
の
　
母

焦
心
録
語
に
題
す

涼
　
州
　
詞

村
　
　
　
夜

　
　
会
長
・
宗
家
　
吟
と
舞作

 
者

作
 
者

作
 
詞

作
 
詞

作
 
詞

作
 
詞

作
 
詞

李

　

　

　

白

杜

甫

も

づ

唱

平

高

杉

晋

作

王

翰

白

居

易

（舞） （舞） （舞）

六
六
庵
吟
詠
会
高
知
県

　
　
　
　
本
部
本
部
長

水
心
流
剣
詩
舞
道

　
　
弘
道
館
総
師
範

土

佐

麗

陽

会

土

佐

麗

陽

会

宗

家

花

柳

流

鵬
翔
流
吟
友
会
会
長

高

須

教

室

高

須

教

室

山

中

鵬

清

上

本

竹

永

林

霊

南

中

平

麗

煌

大

﨑

麗

蒼

中

岡

あ

き

梶

田

鵬

翔

山

中

鵬

清

飯

田

鵬

祥
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（三） （二） （一）

休
ま
な
い
で
歩
け
　
ソ
レ
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー
・
ワ
ン
ツー

腕
を
振
っ
て
足
を
あ
げ
て
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
　
始
ま
る
事
を
信
じ
よ
う

人
生
は
ワ
ン
ツー

パ
ン
チ
　
歩
み
を
止
め
ず
に
夢
み
よ
う

一
年
三
百
六
十
五
日
　
一
歩
違
い
で
に
が
し
て
も

幸
せ
の
隣
に
い
て
も
　
分
か
ら
な
い
日
も
あ
る
ん
だ
ね

休
ま
な
い
で
歩
け
　
ソ
レ
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

腕
を
振
っ
て
足
を
あ
げ
て
ワ
ン
ツー
・
ワ
ン
ツー

あ
な
た
は
何
時
も
新
し
い
　
希
望
の
虹
を
抱
い
て
い
る

人
生
は
ワ
ン
ツー

パ
ン
チ
　
明
日
の
明
日
は
ま
た
明
日

百
日
百
歩
千
日
千
歩
　
ま
ま
に
な
る
日
も
な
ら
ぬ
日
も

幸
せ
の
扉
は
狭
い
　
だ
か
ら
し
ゃ
が
ん
で
通
る
の
ね

休
ま
な
い
で
歩
け
　
ソ
レ
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

腕
を
振
っ
て
足
を
あ
げ
て
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

あ
な
た
の
つ
け
た
足
跡
に
ゃ
　
綺
麗
な
花
が
さ
く
で
し
ょ
う

人
生
は
ワ
ン
ツー

パ
ン
チ
　
汗
か
き
べ
そ
か
き
歩
こ
う
よ

一
日
一
歩
三
日
で
三
歩
　
三
歩
進
ん
で
二
歩
下
が
る

幸
せ
は
歩
い
て
こ
な
い
　
だ
か
ら
歩
い
て
い
く
ん
だ
ね

三
百
六
十
五
歩
の
マー

チ
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